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VCADの全体像
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人工物（設計されたもの）と自然物（図面の無いもの・生体等）を同一形式のモデルとして、

CAD/CAE/CAT/CAMをシームレスに扱うことができる大

熱流体解析
製品周辺部の空気等
流れのシミュレーション

市販ＣＡＤから
設計データの取り込み

設計者の考えた形状

現物（Ｘ線ＣＴ）から
測定データの取り込み

実際の現物形状

成形加工解析
鋳造工程の流動・凝固・
収縮のシミュレーション

静的構造解析
構造物の強度や剛性・
変形等の弾性構造解析

機械加工

解析等結果を
フィードバックするＣＡＭ
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VCADシステム研究プログラム・ホームページ
http://vcad-hpsv.riken.jp/
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VCAD 一般公開ソフトウェア ダウンロード・詳細情報はホームページで！
http://vcad-hpsv.riken.jp/

VCADシステム 検索
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V-Shrink

ホームページ上で１２本のソフトウェアを一般公開
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【事例】ブレーキキャリパー

X線CTスキャンによる測定

CT測定結果より生成されたVCADデータ

実際の現物形状に対する構造解析

１．現物（実物）を測定してみる

X線CT装置より表面形状だけではなく

複雑な内部構造・物性を測定

２．現物（立体モデル）を表現してみる

X線断層写真から中身を持ったVCAD

（３次元ボリューム）データに変換

３．現物（立体モデル）を解析してみる

実物より取得された外形形状・内部情

報をもとに様々な解析を実施

現物と設計をつなげるVCAD
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スライス画像

データの流れ （現物測定から数値解析まで）

VCADデータ

VCAD （３次元モデル）化

X線CTスキャナー測定

縮退六面体要素生成

六面体メッシュ

数値解析（静的構造解析）

解析結果

1. 現物を測定してみる

2. 現物を表現してみる

3. 現物を解析してみる
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工業用Ｘ線ＣＴシステム（Ｘ線断層撮影システム）
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X線源

検査対象物を回転・上下移動させながら

X線ファンビームを照射することにより、

透過X線量を測定する

検出器

検査対象物

テーブル
（回転・昇降）

回転

昇降
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工業用Ｘ線ＣＴによる外形・内部構造取得

600㎜
400㎜

250㎜

自動車エンジンブロック（アルミ部品）の測定

7

6 mm

4 mm

実物写真

測定結果（外形形状）
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工業用Ｘ線ＣＴ 測定精度

実物（ノギス測定） Ｘ線CT 測定 Ｘ線CT 測定

部品 A （鉄材料） 部品 B （鉄材料）

A A

D

B

C
C

E
E

D
（60.05㎜） （59.70㎜）（38.10㎜）

B
（38.13㎜）

（40.13㎜）

（50.10㎜）

（24.20㎜）

（24.32㎜）
（49.93㎜）

A B C D E

実物（ノギス測定） 60.05 38.10 40.13 50.10 24.20

X線CT測定 59.70 38.13 40.15 49.93 24.32

測定差 0.25 0.03 0.02 0.07 0.12

スライス（測定）方向に対する寸法測定誤差：０.１㎜以内

実物（ノギス測定）

（0.5㎜ピッチ, １３０枚撮影） （0.5㎜ピッチ, １０６枚撮影）

（40.15㎜）

スライス（測定）方向

スライス（測定）方向
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VCADモデル
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モデルサイズ

・ピッチ：1.33㎜×0.98㎜ ×1.48㎜

・分割数： 300×300×300

X線CT測定データをもとに VCADモデル創成



6

10

縮退六面体要素モデル

縮退六面体メッシュ
・要素数： 4,202,774
・節点数： 2,286,964

計算時間：約7分
（Pentium4  3.4GHz 使用）

VCADモデルから解析モデル作成

数値解析評価（構造強度解析等）
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実物測定モデル解析例（１） 【X線CT測定データ】

100mm

拡大図
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22 ㎜

100mm

170mm

実物 （アルミ鋳造品） X線CT測定データ

(a) 外形形状 (b) 内部構造

ブレーキキャリパー （オートバイ部品）
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実物測定モデル解析例（２） 【弾性構造解析モデル】
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・材料定数（アルミ材相当）

ヤング率：70,610MPa

ポアソン比：0.33

（縮退六面体要素モデル）

・縮退六面体要素モデル

要素数： 374,713 

節点数： 166,291

弾性構造解析（境界条件設定）モデル

変位
0.5mm

全方向拘束

・分割数：100×100×170

・ピッチ：1.12×1.04×1.14mm

VCADモデル

（断面拡大図）
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実物測定モデル解析例（３） 【弾性構造解析結果】
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実物モデル解析結果（鋳巣あり）

2000

1500

1000

500

0

変位(㎜)

0.56

0.42

0.28

0.14

0

相当応力(MPa)

相当応力分布 変位形状 （表示倍率：20倍）
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実物測定モデル解析例（４） 【弾性構造解析結果】
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鋳巣あり（CT測定データ） 鋳巣なし（CT測定データに対して鋳巣消去）

鋳巣有無による相当応力分布 解析結果

2000

1500

1000

500

0

相当応力(MPa)

X線CT測定より取得された実物モデルをもとに鋳巣有無の影響を検討
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実物測定モデル解析例（５） 【弾性構造解析結果】

鋳巣周囲の相当応力分布 解析結果（鋳巣有無）

2000

1500

1000

500

0

相当応力(MPa)

鋳巣あり（CT測定データ） 鋳巣なし（CT測定データに対して鋳巣消去）
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VCADシステムの普及に向けて

16

 ソフトウェア公開

VCADソフトウェアの更新・新規公開を継続して行なっていくと同時に、

「VCADを使ってもらう」環境の充実を図る。

 ソフトウェア開発

最新のVCAD研究成果（各要素技術）を取り入れながら更なる機能向上

を図ることにより、実用化を目指す。

 VCADユーザとの連携

企業との共同研究等ユーザとの緊密な連携を構築していくことにより、

VCADの普及を目指す。


